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株式会社セブン‐イレブン・ジャパン (本社：東京都千代田区、代表取締役社長：永松     

文彦)は、各地域の食材を使用した商品の開発・販売をさらに強化する『地域の食材を使お
うプロジェクト』を立ち上げます。  
新型コロナウイルス感染防止に伴い、休校による給食の停止や、外出自粛に伴よる外食で

の需要が減少する等の影響により、食材が使用されずに廃棄になる「食品ロス」が増えてい
ます。こうした現状を踏まえ、セブン‐イレブンでは各地域で供給過多になってる食材等を
使用した商品を発売し、食品ロス削減とともに、生産者・事業者の皆様を応援し、地域の  
地産地消の取り組みをさらに推進してまいります。  
 これまでも、セブン‐イレブンは全国で、地域の味・食を活かした多くの地域限定商品の
開発・販売を行ってまいりました。今後も、セブン‐イレブンは地域の皆様とともに、持続
可能な社会の実現に向けて、挑戦を続けてまいります。        

＜概要＞ 

各地域の食材を使用した地域限定商品を、地域限定にて 6月以降順次発売します。 

 ※商品は一例です 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

                  

商品を通じて、地域の皆様を応援します 

地域の食材を使おうプロジェクト！ 
～全国のセブン‐イレブンにて、地域の食材を使用した商品を発売～ 

 

＜北海道＞ 
食材：北海道産帆立 
商品：おにぎり等 

 

 

 

 

 

 

＜東北＞ 
食材：比内地鶏、仙台牛 
商品：弁当、おにぎり 

＜関東＞ 
食材：とちぎ霧降高原牛 
商品：おにぎり・弁当等 

＜北陸・新潟＞ 
食材：富山湾産ホタルイカ、 
   白えび 
商品：パスタ、おにぎり等 

＜中国＞ 

食材：蒜山
ひるぜん

ジャージー牛乳 

商品：スイーツ等 

＜四国＞ 
食材：小豆島手延そうめん島の光 
商品：麺類 

＜九州＞ 
食材：九州産黒毛和牛 
商品：弁当等 

セブン＆アイ・グループは、 
全国の生産者や食を応援しています 

 

＜東海＞ 
食材：愛知県産大葉、飛騨牛 
商品：おにぎり等 

以上 


